
Wikification における前接語・後接語を用いたアンカー抽出 

Anchor Extraction for Wikification Using Preceding and Succeeding Words 

小谷亮太†       綱川隆司†           西田昌史†        西村雅史† 

Ryota Kotani    Takashi Tsunakawa   Masafumi Nishida   Masafumi Nishimura 

 

1 はじめに 

Wikipedia は Web上の百科事典で、巨大なハイパーテキス

トであることが特徴である。記事に付与されたリンクによ

り、Wikipedia記事を参照することができる。一般の文書か

ら Wikipedia 記事を容易に参照できるようにするため、

Wikipedia 記事に自動的にリンクを張る wikification の研究

が盛んに行われている[1][2][3]。 

Wikification は、リンク元の文字列であるアンカーを抽出

する第 1 ステップと、抽出したアンカーのリンク先記事を

決定する第 2 ステップから成っている[1]。第 2 ステップは

語義曖昧性解消の問題であり、様々な手法が試みられてい

る [4]。これに比べると第 1 ステップの研究は少ない。

Wikipedia でアンカーとなっている語句を全てアンカーと

して採用する方法もあるが、本研究では、文書中の重要な

語句や当該文書の読者が十分な知識をもっていないような

事項を表す語句のみをアンカーとして抽出する方法に焦点

を当てる。 

本稿では語句の前接語と後接語を用いた素性と、共起語

の情報を用いた素性を提案し、既存研究との比較実験を行

った結果を報告する。 

 

2 関連研究 

初期の wikification のためのアンカー抽出の研究[1]では対

象の語句が出現した Wikipedia記事のうち、実際にアンカー

となっている記事の割合である keyphrasenessだけを用いて

アンカー抽出を行っている。Milne and Witten[2]は全ての候

補語句に対してリンク先記事を決定した後、その結果を利

用したアンカー抽出を行っており、keyphraseness のほかに

リンク先記事関連度やリンク先記事のカテゴリの深さなど

を素性として使用している。 

我々の以前の研究[3]では keyphraseness のみを用いた場合

に比べ、語句の前接語と後接語を用いた素性と共起語の情

報を用いた素性を追加した場合に、keyphraseness のみを用

いた場合に比べて精度向上が見られることを報告した。本

研究では keyphrasenessに加えてMilne and Witten[2]において

使用されている素性との比較評価を行った。 

                                                                               

3 提案方法  

 一般的にアンカー抽出はアンカー候補語句の抽出とアン

カーにすべき語句の選定から成っており、それぞれを以下

に説明する。 

・アンカー候補語句の抽出 

 キーワード抽出の研究においてはよくヒューリスティッ

クな方法が用いられており、例えばストップワードを除く

方法[5]、特定の品詞のみを対象とする方法[6]、Nグラムを用

いる方法[1][2][7]などがある。 

本研究では語句の出現回数が少ないものや、品詞が動詞

や副詞であっても文書によってはアンカーとして選択され

ることがあると考えたので、Wikipedia 記事中で一度でもア

ンカーになったことのある語句を候補語句とした。しかし、

Wikipedia 記事はさまざまな編集者によって作成されてい

るため、アンカーの指定方法が適切でない例が存在する。

また、極端な頻出語をアンカーとしている例も存在する。

いずれの場合もその語句がアンカーになる割合が低いこと

から、keyphraseness の値が 0.005未満の語句は除外した。 

・アンカーにすべき語句の選定 

 既存研究では、候補語句にスコア付けを行い、ランク付

けを行い、全ての候補語句のうちの上位 6%をアンカーとし

て選定する方法[1]や決定木を用いてアンカーを選定する方

法[2]が存在する。 

 本研究では SVM(サポートベクタマシーン)を用いて実験

を行った。 

 次に今回提案した素性を以下に説明する。 

 (1) 候補語句の前接語・後接語 

候補語句の前後の語句によって候補語句がアンカーにな

りやすいかどうかに影響すると考えられる。例えば、候補

語句の直後が「等」や「的」である場合、候補語句はアン

カーになりやすい傾向がある。このような考えに基づいて

以下の 2つの素性を提案する。 

(1a) 前接語のプリアンカー確率 

語𝑥のプリアンカー確率を𝑥の次の語がアンカーである確

率として定義する。すなわち、 

𝑃𝑟𝑒𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝑥)

=   
|{𝐷𝑤|∃𝑦 ∈ 𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝐷𝑤), 𝑥 ∙ 𝑦 ∈ 𝐵𝑖𝑔𝑟𝑎𝑚(𝐷𝑤)}|

|{𝐷𝑤|𝑥 ∈ 𝐷𝑤}|
              (1.1)  

ここに、𝐷𝑤は Wikipedia記事、𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝐷𝑤)は記事𝐷𝑤に含

まれるアンカーの集合、𝐵𝑖𝑔𝑟𝑎𝑚(𝐷𝑤)は記事𝐷𝑤に含まれる

バイグラムの集合である。・（ドット）は語の連接を表す。 

候補語句𝑎の素性としては𝑎の前接語𝑝𝑟𝑒𝑑(𝑎)のプリアン

カー確率𝑃𝑟𝑒𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝑝𝑟𝑒𝑑(𝑎))を用いる。 

(1b) 後接語のポストアンカー確率 

語𝑥のポストアンカー確率を𝑥の前の語がアンカーである

確率として定義する。すなわち、 

𝑃𝑜𝑠𝑡𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝑥)

=   
|{𝐷𝑤|∃𝑦 ∈ 𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝐷𝑤), 𝑦 ∙ 𝑥 ∈ 𝐵𝑖𝑔𝑟𝑎𝑚(𝐷𝑤)}|

|{𝐷𝑤|𝑥 ∈ 𝐷𝑤}|
   (1.2) 

候補語句𝑎の素性としては𝑎の後接語𝑠𝑢𝑐𝑐(𝑎)のポストア
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ンカー確率𝑃𝑜𝑠𝑡𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝑠𝑢𝑐𝑐(𝑎))を用いる。 

(2) 候補語句の条件付き keyphraseness 

候補語句と共起する他の候補語句によって候補語句がア

ンカーになりやすいかどうかに影響すると考えられる。例

えば、候補語句「BMW」は「ドイツ」や「ベンツ」などと

共起する場合、アンカーになる確率が高いのではないかと

思われる。このような考えに基づき、共起候補語句を条件

とする候補語句のリンク確率を素性として提案する。すな

わち、共起候補語句𝑦をもつ候補語句𝑥の条件付きリンク確

率を次式で定義する。 

𝑃𝑎𝑖𝑟_𝑐𝑜𝑛𝑑_𝑙𝑖𝑛𝑘_𝑝𝑟𝑜𝑏(𝑥|𝑦)

=  
|{𝐷𝑤|𝑥 ∈ 𝐴𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟(𝐷𝑤), 𝑦 ∈ 𝐷𝑤}|

|{𝐷𝑤|𝑥 ∈ 𝐷𝑤 , 𝑦 ∈ 𝐷𝑤}|
    (2.1) 

ここで、条件付き keyphraseness の条件とする共起候補語

句は候補語句と関連の強いものに限定すべきである。そこ

で、𝑃𝑎𝑖𝑟_𝑐𝑜𝑛𝑑_𝑙𝑖𝑛𝑘_𝑝𝑟𝑜𝑏(𝑥|𝑦)を計算する𝑥, 𝑦を Wikipedia

中で共起する記事数がある閾値以上の組に限定する（本実

験では閾値を 15とした）。 

その上で、文書𝐷中の候補語句𝑎の条件付きリンク確率を

𝐷中の共起候補語句が𝑎に与える条件付きリンク確率の最

大値として定義する。ただし、共起候補語句はアンカーで

あるような𝑎と特に関係が強いものに限定する。すなわち、 

𝐶𝑜𝑛𝑑_𝑙𝑖𝑛𝑘_𝑝𝑟𝑜𝑏(𝑎, 𝐷)

= max
𝑦∈𝐷,𝐿𝐿𝑅𝑅(𝑎,𝑦)≥ avg

𝑦′∈𝐷

𝐿𝐿𝑅𝑅(𝑎,𝑦′)
𝑃𝑎𝑖𝑟_𝑐𝑜𝑛𝑑_𝑙𝑖𝑛𝑘_𝑝𝑟𝑜𝑏(𝑎|𝑦)  (2.2) 

ここに、𝐿𝐿𝑅𝑅(𝑥, 𝑦)はアンカーである𝑥と𝑦の対数尤度比[8]

とアンカーでない𝑥と𝑦の対数尤度比の比である。すなわち、 

              𝐿𝐿𝑅𝑅(𝑥, 𝑦) =
𝐿𝐿𝑅(𝑥𝑎𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟 , 𝑦)

𝐿𝐿𝑅(𝑥𝑛𝑜𝑛𝑎𝑛𝑐ℎ𝑜𝑟 , 𝑦)
         (2.3) 

 

4 評価実験 

4.1 実験方法 

(1) 使用データ 

評価実験に使用するデータとして 2016 年 3 月 10 日付

Wikipedia 記事中の 3000 候補語句を選択し、訓練データに

2100 語句、テストデータに 900 語句を使用した。ここで、

[2]との比較実験を行うにはあらかじめリンク先記事を決定

する必要があるので最頻リンク先がリンクされる確率が

90%以上の語句を採用し、最頻リンク先をリンク先記事と

仮定した。評価は precision、recall、F値を計算して行った。 

(2) 使用ツール 

 候補語句の前後の語句を抽出するために形態素解析ソフ

ト MeCab を使用し、機械学習には SVM（サポートベクタ

ーマシン）Libsvmを使用した。 

(3) 素性の組合せ 

以下の 4 通りの素性の組合せでアンカー抽出器を学習さ

せ、実験を行った。 

(i)keyphraseness 

(ii)keyphraseness + Milne and Witten [2] 

(iii)keyphraseness + 前接語のプリアンカー確率+後接語のポ

ストアンカー確率 + 条件付き keyphraseness 

(iv)keyphraseness + Milne and Witten [2] + 前接語プリアンカ

ー確率  + 後接語のポストアンカー確率  + 条件付

keyphraseness 

4.2 実験結果 

上記の(i)~(iv)の結果を表 1に示す。 

                表 1 アンカー抽出の結果 

  

 

表 1から、既存研究に提案した 3つの素性(前接語のプリ

アンカー確率・後接語のポストアンカー確率・条件付き

keyphraseness)を追加した場合最もよい結果が得られた。本

研究ではリンク先記事決定のタスクを行っていないので厳

密なアンカー抽出の精度を比較評価することは難しいが、

提案した素性がアンカー抽出のタスクにおいて有効である

ことは分かった。 

 

5 おわりに 

SVMを使ったアンカー抽出のための新しい素性を提案

し、既存研究との比較評価を行った。提案した素性を加え

ることにより F値を 0.016向上させることができた。今後

の課題は、本方法を訓練データが利用できない一般のニュ

ース記事や新聞記事に適用することである。 
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precision(%) recall(%) F値

(i) 72.8 71.5 0.721

(ii) 76.1 75.9 0.760

(iii) 77.2 74.1 0.757

(iv) 78.2 77.1 0.776
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